














要約:川崎病における急性期一過性冠状動脈拡大の動物モデルとして,家兎血清病における

冠状動脈炎を使用して,経時的に Cu,Zn-SOD に関する免疫電顕像を観察した。血清病惹起

30 分の早期から,内皮細胞胞体内および核内,ならびに内弾性板内外側,中膜平滑筋間質に

認められ,一過性冠状動脈拡大の病理発生に,障害内皮細胞より放出された活性酸素の中膜

層への浸潤が大きく関与するものと推察された。 


